




2018 年 3 月 2 日台湾台北市の中国文化大学にて、学者 30 名、学生約 400 人が参加し、「平和・
文化・教育―人権の世紀へ、民衆の大河」というテーマのもと、上記フォーラム（同大学「池
田大作研究センター」主催）が開催された。同フォーラムでは 22 大学から 28 名の学者が論文を
発表した。
今回のシンポジウムのテーマには、そのサブタイトルとして「人権の世紀へ、民衆の大河」が
付されている。それは同年 1 月に発表された SGI 提言のタイトルである。論文のキーワードと
して同 SGI 提言を取り上げているのが劉焜輝教授（中国文化大学）であったので、ここでは同
教授の論文要旨を紹介する。








































































9 月 8 日八王子市にある創価大学にて中華日本学会の研究者を招き、上記シンポジウムが開催



























10 月 27 日、28 日上海市にある復旦大学にて、「人類運命共同体のビジョンと実践－日中平和
友好条約締結 40 周年、池田提言 50 周年記念」のテーマのもと上記シンポジウムが開催された。






















































































































②  12 月 1 日中国文化大学にて、同大学「池田大作研究センター」主催の第 6 回「国際青年フォ
ーラム」が「21 世紀の青年―平和、文化及び教育」と題して行われた。これには 12 の大学か



























卓光平『战后日本文化语境中的“池田鲁迅”研究』（中国社会科学出版社 2018 年 3 月）が発刊
された。
譚桂林『唤醒人们的诗心―池田大作文学创作初论』（南京大学出版社 2018 年 5 月）が発刊された。
日中友好学術研究助成プログラムで、「創価学会と中国社会科学界の交流研究―池田大作の中
国の足跡から新時代の発展まで―」、「池田大作の平和共生構想研究―SGI 提言を中心として―」
が日本滞在研究助成として採択された。
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